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整形外科領域における術後疼痛に対するエパテック(R)坐剤(ケトプロフェ
ン)の臨床効果
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木雅俊、多田 博、麦倉 聡、武田政俊、原田吉雄、竹光
義治



中等度改善
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表１判定基準

はじめに

高齢者を対象とすることが多い整形外科領域

においては術後姪痛のコントロールとして’そ

の安全性，使いやすさから非ステロイド性消炎

鎮痛剤の坐剤が第一選択とされることが多い。

ケトプロフェンはプロピオン酸系に属する抗

炎症鎮痛剤で，抗炎症，鎮痛，解熱の３要素を

バランスよくもち，副作用が少なく安全性が高

いことから，これまでに慢性関節リウマチ，変

形性関節症などに広く使用されてきた。今回’

われわれはケトプロフェンのソフトカプセル坐

剤であるエパテック⑧坐剤75を術後疹痛時に用

い，その有効性と安全性に関し臨床試験を行っ

たので報告する。

軽度改善

改善度 重症度の推移

Ｉ試験方法

１対象

昭和60年８月から62年11月までの間に，旭川
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著明改善

医科大学整形外科において手術を施行した20例

を対象とした。原則として成人入院患者を対象

とし，性別，麻酔方法は特に限定しなかった。

ただし，下記に該当する症例は除外した。

１）重篤な合併症を有する‘患者

２）妊婦，妊娠の可能性のある女性，および
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